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1．はじめに 

近年、構造物のライフサイクルを考慮した維持管理が重要視さている。そのため、コンクリート構造物の劣化や

耐久性に関する研究・調査は多数行われ、多くのデータが蓄積されている。しかしながら、劣化機構は非常に複雑

であり、膨大なデータはあるにも拘わらず、それらが有機的にリンクされていないのが現状である。したがって、

コンクリート標準示方書が性能照査型に移行したことを踏まえ、今後地方毎の環境条件を踏まえた設計・維持管理

の方法をさらに合理化すべきである。以上のことから本研究では、地

ータを収集・整理し、データベースの構築を試みる。 

２．調査概要・調査結果と考

元である石川県および一部の富山県の塩害デ

察 

において飛来塩分量、モルタル・

コ

調査した。そのため飛来塩分収集箱を配置し、

一

に

距離

塩

透深さ 

平成 16 年 10 月から翌１月ま

で

透深

図－1に示すとおり、約 200 箇所

ンクリートへの塩化物イオン浸透深さ、および実構造物における劣

化・補修状況を調査した。 

2.1 飛来塩分量 

JIS Z2381 に基づき

カ月毎にガーゼを回収して、飛来塩分量を測定した。 

平成 16 年 11 月、翌年 1 月と 3 月の調査結果を図－2  
示す。なお、図には次式１）による解析値も示した。 
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ここで、C：付着塩分量（g/m2/hr）,ｄ：汀線からの
100

)64.1/510/2860( ××++−= wddC

（ｍ）、ｗ：面に垂直成分の月平均風速（m/sec）とする。 

これによれば、海からの距離が同等にも拘らず、飛来

分量は地域によって異なることが確認できた。すなわ

ち、能登西岸および加賀では、能登東岸と比較し、飛来

塩分量は多いことが認められる。これは、図－1 に示す

各地域の卓越風向が影響していると考えられる。つまり、

陸風と比較して海風が卓越する場合、飛来塩分量が増加

すると考えられる。 

2.2 塩化物イオン浸
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図－2 飛来塩分調査結果 

図－１ 調査箇所 

実構造物観察 

Cl-浸透深さ 
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加賀 

能登西岸 
  

飛来塩分調査箇所

における卓越風向

 

図－3 に示すモルタル供試体を

暴露し、回収・割裂後に硝酸銀水溶液を噴霧することにより、

塩化物イオン浸透深さを測定した。なおモルタルの水セメント

比は 50％であり、四つの角柱を組み合わせ一体化した。したが

って、「海側」・「陸側」・「海側から見て右側」・「海側から見て

左側」の 4方向の塩化物イオン浸透深さを測定できる。 

キーワード：塩害、石川県、飛来塩分量、塩化物イオン浸 さ、実構造物
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調査結果を図－4 に示す。これによれば、地域毎において塩化物イオン浸透量が異なることが確認できた。すな

わ

 

石川県と一部の富山県の海岸沿いを 1000km 走破し、既存コンクリート構造物の劣化状況・補修状況を調査した。

データベース化した。 

ら

物の劣化状況を調査した。その結果、

域性を有することが確認された。すなわち、海からの距離や供用期間が同等でも、卓越風向などの環

境

ち、能登西岸では、能登東岸と比較し、塩化物イオンは深くへ浸透することが確認できた。これも、前節と同様

に、図－1に示す各地域の卓越風向が影響していると考えられる。 

2.3 実構造物における劣化調査 

 

図－４ 塩化物イオン浸透深さ調査結果 
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さらにそれをフォーマットにまとめ、

 

 

内容 データ
調査年 現場調査年 H１６、１０、１7

内容 データ

製造年 ｓ40
シュミット値

場所 都道府県（○○県○○市） 石川県能登西岸

構造物

 

 

 状況

 

 

 

 地図

 

 

 

図－5 に示す 2 例によれば、海からの距離お

度に差があることが確認できた。すなわち、能登西

1983～2003年の年間平均冬季最低気温 ‐4.93℃
1983～2003年の年間平均夏季最高気温 34.88℃

凍結防止剤の有無
1983～2003年の年間平均風速 1.21m/s
1983～2003年の間での卓越風向 西

劣化状況 ひび割れの種類 塩害ひび割れ
剥落状況 顕著に見られる
鉄筋の腐食状況 顕著に見られる
補修後の状況 なし

補修 補修の種類 なし
補修年 不明

写真 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現場の写真

　　　　　　　　　　地図上の場所 コメント
塩害劣化が顕著に起こっている。
多数の箇所でのはく落が確認できた。
環境条件における卓越風向が海風であるために
飛来塩分量が多く、顕著に塩害劣化が起こったと考える。

よび供用期間が同

岸と比較して能

等のコンクリート構造物であっても、塩害劣化程

登東岸では、塩害劣化速度は異なることが認め

  

図―５ 海からの距離と供用期間が同等の構造物の塩害データ 

  構造物の種類 橋
製造年 s39
シュミット値

場所 都道府県 石川県能登東岸
外部環境 海からの距離 40m

1983～2003年の年間平均気温 14.4℃
1983～2003年の年間平均冬季最低気温 ‐3.69℃
1983～2003年の年間平均夏季最高気温 36.44℃

凍結防止剤の有無
1983～2003年の年間平均風速 1.51m/s
1983～2003年の間での卓越風向 北西

劣化状況 ひび割れの種類 塩害ひび割れ
剥落状況 多少
鉄筋の腐食状況 不明
補修後の状況 なし

補修状況 補修の種類 なし
補修年 不明

写真 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現場の写真

地図 　　　　　　　　　　地図上の場所 　　　　　　　　　　　　　　コメント
底面では目立った腐食は起きていない。
側面ではかぶり部分が若干はく落している。
環境条件における卓越風向が陸風であるために
飛来塩分量が少なく、大きな塩害劣化が起こらなか
と考える。

構造物
  調査年 現場調査年 H１６、１０、１3

構造物の種類 橋

外部環境 海からの距離 40m
1983～2003年の年間平均気温 13.5℃

れた。これも、図－1の卓越風向が影響していると考えられる。 

３．まとめ 
石川県および一部の富山県において、飛来塩分量、塩分浸透性および実構造

塩害劣化は地

条件や湾などの地理条件によって、飛来塩分量に差が生じ、塩害劣化の進行速度は異なることが確認できた。以

上のことより今後、石川県のみならず、各地域の塩害データベースを構築・比較することによって、地域毎の環境

特性などを考慮したコンクリート構造物の合理的な耐久性設計・補修作業を行えると期待する。 
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会論文集.pp.81－84、1986.6 
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